






















































１） Menger (1871: 253).






























































３） 古代メソポタミアの環境，政治体制，交易事情については明石 (2015) を参照されたい。
４） Lassen (2010: 170-74).




























６） Larsen (1977: 144), Veenhof (1997: 345).








































９） Goddeeris (2002: 384-85).
１０） Jursa (2010b: 56-58).






















１２） Jursa (2010b: 59-62).














































































るようになった２０）。エジプト特有の王立銀行 (basilikai trapezai) の設立にあたっ
ては，ヘレニズム世界で顕著となった国家銀行の影響があったとされる２１）。エ
１６） Veenhof (1997: 360-61).
１７） 新バビロニア時代の金融仲介者（企業者）による信用供与については，Bogaert (1966:
105-23) を参照されたい。
１８） Jursa (2006: 168-71, 2010a: 245).
１９） ヘレニズム期東地中海における貨幣鋳造と交易に関するより具体的な議論については明石
(2017) を参照されたい。






























２１） Bogaert (1994: 39-40).
２２） Manning (2010: 128-57).
２３） 銀ドラクマと青銅ドラクマの交換比率は，ca.265-220BC には１：１であったが，ca.220-
200BC には１：２，ca.200-180BC に１：６０，ca.180-164/3BC, ca.130-30BC に１：１２０となって，


























































































































２６） von Reden (2007: 257, 269-75).
２７） von Reden (2007: 290).
２８） von Reden (2007: 294).
２９） Bogaert (1998/99: 138-39).
３０） Bagnall and Bogaert (1975), Bogaert (1994: 245-52).































































３３） 家島 (1991: 236-41)，加藤 (2005: 117-20)，Heck (2006: 120-26).



























３５） 岡崎 (1961)，Goitein (1967: 240-50).
３６） Udovitch (1979: 269-70, 272).
３７） Fischel (1969: 5). ただし，カリフ・マアムーン (AD813-83) の代にジャフバズ庁の記述が
みられるという。Abd al-Aziz Duri (2011: 173).
３８） von Kremer (1888: 312-18). ちなみに地域別租税比率は，サワード１１％，北イラン２０％，
南イラン２４％，シリア・パレスティナ２３％，エジプト９％，アラビア１％，その他雑税
１２％であった。
３９） 岡崎 (1961)，佐藤 (1981: 121-23).
































(2012: ch. 4) 参照。
４３） 家島 (1991: 253-59). ムダーラバ，イナーン，ムファワダなど共同経営（パートナーシッ










４４） ウマイヤ朝では，国庫や地方財庫 (Bayt al-Mal) が商人に貸し付けを行い，その活動を容
易にする手形交換所の役割を果たしていたといわれる。例えば，商人がバスラ属州の財庫か
ら資金を借り入れて商品を購入して，ヒジャズで売却してヒジャズ属州の財庫に返済して決











よりも容易に受領されるのだから。」The Eclipse of the ‘Abba¯sid Caliphate, eds. H. Amedroz




















































期交易事情については Hansen and Wickham (2000), McCormick (2001) を参照。さらにイス























４８） 中世における地中海交易の重要性については齋藤 (2002: 129-48, 177-205) を参照されたい。
４９） コンメンダの起源については，ビザンチンの chreokoino¯nia，ユダヤ ’isqua，イスラム qira¯d
のように似た形態があったことや古代ローマの海上貸付 pecunia traiecticia (nauticum fenus)





んでいたコンメンダは急速に衰退し，信用供与手段は海上為替 (maritime exchange) にとって
替わっていった。１５世紀初めには貴族ファミリーの多くのメンバーが銀行家として記録さ
れるまでになった。Van Doosselaere (2009: 119-20, 131-35, 161). 中世・近世期のイスラムと
西欧におけるムダーラバ，コンメンダ，合資会社 (joint-stock company) の比較制度的視点か
らの議論については Çizakça (1996) を参照されたい。
５０） Spufford (1988:ch.5).
５１） Spufford (1988:ch.6).











































４に提示してあるように，買取／発送人 (deliverer) C から資金を振出人 (taker)
A に支払い，為替手形を入手して，受取人 (payee) D に郵送する。一方，振出
人から支払人 (payer) B へは通知状 (avisa) が送られ，一定の期限 (usance) 後に










５５） Kohn (1999b: 10).
５６） De Roover (1953: 38-41).
C D
為替
貨幣（A 単位） 貨幣（B 単位）
BA










る。また商業センター a とセンター b の間に都市 c があってセンター a で商
品を購入する場合，センター a からセンター b 向けに為替振出を行って購入
代金を入手し，都市 c で販売した代金をもってセンター b で商品販売を行う
予定の別の商人から為替を購入して郵送し，代理人を通じてセンター b でそ
の商人から支払いを受けて先に振り出した為替の支払いに振り向けることがで



















５７） Kohn (1999b: 13-16).

































６０） 大黒 (1990: 124-31), Kohn (1999b: 7).

























６２） Kohn (1999b: 17).
６３） Meuller (1997: 303-14). ミュラーは，フィレンツェ人がシャンパーニュ大市衰退後，ヴェ
ネチアを金融センターに選んだ要因として，金塊取引市場，信用需要の旺盛さ，商取引の季
節変動の規則性があげられると述べている。
６４） De Roover (1948: ch. 4), Murray (2005: 229-58).
６５） Boyer-Xambeu et al. (1994: ch. 4).
６６） Van Der Wee (1963: 140-41, 337-40).
６７） カスティリア大市，リヨン大市，ブザンソン大市については，さらに名城 (2008: 39-43)
参照。
６８） De Roover (1953: 78).






























７０） De Roover (1953: 81).
７１） Kohn (1999b: 22), Boyer-Xambeu et al. (1994: 76-82).
７２） De Roover (1948: 339-41), Van Der Wee (1963: 357-60).
７３） 中世の債権譲渡の事情については De Roover (1953: 83-94), Van Der Wee (1963: 340-47),































７４） Kohn (1999b: 26-27). さらにアントウェルペンの債権譲渡と割引買取については De
Roover (1953: 95-100), Van Der Wee (1963: 49-52), Puttevils (2015: 116-28) を参照されたい。





















７６） 名城 (2008: 63-66, 68-69). アムステルダムの貨幣市場の発展と公営振替銀行についてはさ
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